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1２月の相場見通しは？！ 

野菜類は、入荷量は前年を下回り、相場は前年を上回る！ 

果実類は、入荷量は前年並、相場は前年をやや下回る！ 

花 き は、入荷量は前年を下回り、相場は前年をやや上回る！ 
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＜今月の写真＞ 

＊「がんばろう！千葉 千葉県秋冬野菜販売出陣式」開催＊ 

１１月２２日（金）、東京都中央卸売市場大田市場において「千葉県秋冬野菜販売出陣式」を

千葉県、全国農業協同組合連合会千葉県本部、（公社）千葉県園芸協会、千葉県野菜園芸

組合連合会、「ちばエコ農業」生産者協議会の主催で、県内１４ＪＡが参加し開催しました。 

今年は９月以降に相次いだ台風や大雨により、本県の農作物にも大きな被害がありましたが、

各産地において、被害圃場の肥培管理や苗の植え直し等の努力を重ねた結果、秋冬野菜の 

主要品目の作柄は概ね平年並に回復しました。会場には写真パネル等も設置し、産地の復旧

状況を市場関係者に見ていただきました。 

東京青果（株）の卸売場では、森田知事が 「産地の皆さんの努力で多品目の素晴らしい 

野菜ができた。千葉県を応援してほしい」と会場へ呼びかけました。また、展示では３８品目・ 

５５アイテムの商品を展示し、例年と変わらない品目の多彩さをＰＲしました。 

本県産の「美味しく新鮮」な野菜は、来年６月までの長期にわたり首都圏に出荷されます。 

今シーズンもよろしくお願いします。 

東京青果㈱特設会場 

東京荏原青果㈱特設会場 
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用語解説  

園芸市
場情報に 
使用する
主な用
語解説 

急 騰 ：前日に比べ大幅に価格が上がる。（３ 割程度以上） 変動の 
幅を 
示す 
用語 

 平年並 ：± 2％以内 

強 い ：前日に比べ１ ０ ％程度以上価格が上がる。   や や ：± 3～ 5％ 

強保合 ：前日に比べ５ ％程度以上価格が上がる。   かなり ：± 6～15％ 

保 合 ：前日とほとんど同じ価格。   大 幅 ：±16％以上 

弱保合 ：前日に比べ５ ％程度以上価格が下がる。 

弱 い ：前日に比べ１ ０ ％程度以上価格が下がる。  

急 落 ：前日に比べ大幅に価格が下がる。（３ 割程度以上） 

まちまち ：産地、品種により、価格の騰落が異なること。  

令和元年１２月号 
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Ⅰ 青果情報 

 

 １ １０月下旬～１１月中旬までの経過 

気 象 10 月 24 日から 26 日にかけて、大気の状態が非常に不安定にな

り、関東地方や東北地方で大雨となった。また、11 月中旬は冬型

の気圧配置が強まり、寒気が流れ込み、北海道地方では暴風雪とな

った。 

気温は、10 月まで全国的に暖かい傾向であったが、11 月に入り

北日本は平年を下回る日が多くなった。 

降水量は、関東地方と東海地方の一部で多く、中国四国地方を中

心に西日本で少ない傾向であった。 

日照時間は、東北南部以南で平年より長い傾向だった。 
 
 

野菜類 
 

入荷量  北海道、東北、高冷地産が終盤にさしかかり、関東、西南暖地からの入荷

が主体となってきている。 

 「にんじん」「さといも」はそれぞれ北海道産、埼玉県産の入荷量が多く、

前年を上回った。「ほうれんそう」「こまつ菜」はこれまでの台風や大雨の

影響を受け、入荷量は前年を大幅に下回った。 

野菜全体では、10 月下旬から 11 月中旬の入荷量は 129,235ｔ（前年比

100.0％）と前年並となった。 

相 場 11月中旬に入り、多くの品目で前年及び平年を上回る相場となってきた。

「ほうれんそう」「こまつ菜」「レタス類」等多くの葉菜類で関東産の入荷

が不安定で、相場が上がった。「ばれいしょ類」は道産が豊作傾向で、価格

低迷した。 

野菜全体では、10 月下旬から 11 月中旬の価格は 232 円（前年比 95.4％）

と前年をやや下回った。 
 
 

果実類 
   

入荷量 「みかん類」「かき類」「りんご類」などを中心に入荷した。 

「みかん類」は気温高のため着色が遅れており、「早生みかん」の入荷

量は前年を大幅に下回った。「いちご類」は台風被害の影響から生育が遅れ

ており、入荷量は少なかった。「日本なし類」「ぶどう類」は前年を大幅に 

上回る入荷量だった。  

果実全体では、１０月下旬から１１月中旬までの入荷量は 41,991ｔ  

（前年比 101.1％）と前年並だった。 

相 場 価格は、「りんご類」「いちご類」などは前年を上回った。入荷量の    

多かった「ぶどう類」は前年をかなり下回った。 

果実全体では、１０月下旬から１１月中旬までの価格は 320 円／㎏  

（前年比 101.2％）と前年並だった。 

 



東京都中央卸売市場における入荷量と価格
2019年10月下旬～11月中旬

品　目

入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比

野菜総量 48,961 109.4 218 82.8 39,889 91.9 236 94.8 40,385 98.4 245 114.0 129,235 100.0 232 95.4

うち外国産 689 83.6 524 107.0 643 76.2 466 110.7 717 93.4 392 105.6 2,050 84.2 459 107.2

果実総量 14,953 107.5 308 101.0 12,481 91.2 318 98.8 14,557 104.5 335 103.8 41,991 101.1 320 101.2

うち外国産 1,387 101.4 217 96.5 1,138 92.4 215 90.8 1,181 104.6 222 97.1 3,705 99.4 218 94.8

主要品目一覧（都中央全体）

入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比

だいこん 3,919 96.9 82 82.5 3,554 78.3 100 135.8 3,440 78.6 99 188.6 10,913 84.2 94 125.1

にんじん 3,151 124.5 104 48.9 2,761 113.3 101 45.9 2,414 116.6 117 63.2 8,326 118.3 106 51.5

はくさい 7,338 125.3 52 61.1 4,799 91.9 62 85.7 5,246 113.0 68 157.8 17,383 110.6 59 87.2

キャベツ類 6,016 105.5 63 64.4 5,214 98.5 73 70.7 4,893 97.9 89 120.8 16,124 100.8 74 80.5

ほうれんそう 441 88.9 626 106.8 324 51.5 773 178.1 337 49.9 776 257.4 1,102 61.2 715 167.8

ねぎ 2,138 107.2 339 96.9 1,718 97.6 317 89.9 1,762 103.1 310 107.5 5,617 102.8 323 97.5

レタス類 2,589 95.6 191 94.4 2,246 94.0 255 138.4 2,269 89.2 262 191.4 7,105 93.0 234 133.7

きゅうり 1,809 96.7 440 100.6 1,488 83.9 456 130.2 1,732 113.9 386 123.1 5,029 97.4 426 114.9

なす 952 122.6 370 84.5 619 75.8 458 118.2 574 82.2 499 139.6 2,146 93.6 430 108.8

トマト 1,988 120.8 408 75.3 1,287 81.5 474 87.1 1,306 80.7 583 125.9 4,580 94.6 476 92.3

ピーマン 747 122.6 378 63.9 654 96.8 411 79.1 650 97.5 419 105.8 2,051 105.1 401 80.3

さといも 384 114.7 304 99.7 379 108.4 304 107.6 342 118.9 309 113.4 1,105 113.7 305 106.3

ばれいしょ類 2,621 112.3 91 82.1 2,416 112.0 91 76.8 2,451 123.1 88 70.9 7,489 115.5 90 76.6

たまねぎ 3,840 113.5 81 80.9 2,966 87.4 80 76.3 2,973 89.7 79 73.6 9,780 96.9 80 77.0

生しいたけ 334 112.7 870 88.8 277 93.1 884 97.8 303 106.5 853 102.7 914 104.0 869 95.9

かぼちゃ 1,292 129.4 142 55.0 1,139 140.4 142 50.9 1,020 174.9 145 49.0 3,451 144.2 143 52.1

さやえんどう 9 105.2 1,239 87.9 14 121.8 1,281 92.8 22 105.7 1,238 110.7 45 110.3 1,252 99.8

かんしょ 915 97.4 267 104.4 766 81.2 278 109.2 835 87.8 282 121.3 2,516 88.7 275 111.2

かぶ 321 68.0 150 101.4 387 70.9 157 120.4 465 81.6 140 127.5 1,172 73.9 148 115.7

ごぼう 339 115.5 198 57.9 370 101.8 169 53.0 421 123.0 160 55.2 1,130 113.1 174 55.2

こまつ菜 380 78.2 393 120.6 328 67.4 488 220.9 369 90.4 401 263.7 1,077 78.0 425 178.8

こねぎ
130 99.0 1,049 81.8 104 73.6 1,075 108.5 104 80.5 1,135 139.6 338 84.1 1,083 105.4

糸みつば
44 91.1 455 95.8 45 88.1 433 107.2 47 99.2 404 109.9 137 92.7 430 103.5

しゅんぎく
55 61.7 907 142.4 59 54.9 788 155.4 82 73.6 712 179.7 197 63.6 790 156.5

にら
250 114.5 677 70.0 205 92.1 833 91.8 213 102.1 812 113.6 668 102.8 768 88.7

セルリー
210 93.9 244 78.2 207 93.9 239 76.4 230 83.8 255 113.0 647 90.1 246 88.2

カリフラワー
133 98.4 236 96.4 139 87.8 234 101.5 124 73.4 278 131.2 397 85.6 248 109.1

ブロッコリー
914 121.2 406 93.1 748 74.1 449 124.8 965 88.0 421 142.6 2,626 91.9 424 119.3

サラダな
25 90.5 437 85.0 25 86.3 464 111.4 23 88.2 506 137.1 73 88.3 468 108.0

パセリ
17 83.8 1,743 143.0 18 85.1 1,414 154.1 16 83.7 1,321 144.7 51 84.2 1,494 147.0

チンゲンサイ
127 81.8 333 107.4 122 79.2 414 158.0 125 93.4 348 166.3 374 84.4 364 138.6

ミニトマト 721 121.7 715 86.1 544 103.0 788 85.2 568 96.5 788 96.9 1,832 107.3 759 89.0

いんげん
77 97.1 1,050 98.0 60 67.7 1,021 109.4 65 80.2 1,074 131.8 202 81.1 1,049 111.7

えだまめ
26 144.5 824 80.9 11 132.0 971 90.6 8 120.1 1,183 95.0 46 136.3 925 85.7

やまといも
59 115.1 408 77.4 43 93.0 434 80.5 49 102.0 467 87.4 151 103.7 434 81.5

根しょうが
115 122.3 562 99.2 83 89.3 550 98.1 97 140.5 560 99.9 296 115.2 558 99.1

マッシュルーム 49 93.3 976 104.7 43 86.1 990 101.8 45 95.4 1,011 98.6 136 91.6 992 101.7

（単位：ｔ、％、円/kg）

品　目
（野　菜）

10月下旬 11月上旬 11月中旬 10月下旬～11月中旬合計

開市日数　本年8日・前年8日 開市日数　本年7日・前年7日 開市日数　本年7日・前年7日 開市日数　本年22日・前年22日

（単位：ｔ、％、円/kg）

10月下旬 11月上旬 11月中旬 10月下旬～11月中旬合計
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入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比

みかん類 5,060 112.9 209 92.3 4,444 74.4 249 87.2 7,320 100.8 273 99.4 16,823 95.0 248 93.0

(極早生みかん) 4,809 116.4 206 93.3 2,159 184.3 203 93.2 779 353.9 177 86.8 7,747 140.3 202 92.2

(早生みかん) 214 65.2 296 96.1 2,268 47.4 293 97.0 6,497 92.9 285 102.6 8,979 74.2 287 99.7

(普通みかん) 34 144.9 161 73.6 17 81.4 181 76.8 43 91.5 226 109.9 95 102.9 194 90.0

かんきつ類 328 96.9 224 99.5 294 92.6 245 87.6 321 91.8 298 86.3 944 93.8 256 90.0

りんご類 2,781 112.1 290 103.8 2,158 93.1 299 106.2 2,379 98.7 326 112.8 7,317 101.5 304 107.4

(ふじ) 75 92.8 304 106.7 456 79.8 339 101.8 1,489 98.2 343 112.9 2,020 93.2 341 109.6

いちご類 25 83.7 2,386 85.9 72 66.7 2,174 100.8 203 88.2 1,991 114.1 300 81.5 2,068 106.0

(とちおとめ) 11 64.7 2,753 86.7 57 63.6 2,205 102.0 163 82.2 1,912 113.3 232 75.8 2,025 106.0

メロン類 207 87.1 548 101.0 133 90.6 712 91.6 125 108.8 787 86.5 464 93.1 659 94.7

(アールスメロン) 144 121.7 608 87.1 110 115.8 763 79.7 99 105.3 849 84.7 353 114.8 723 83.1

すいか類 59 154.1 290 95.4 46 174.3 269 95.9 66 133.3 229 95.8 171 149.7 260 96.5

(すいか大玉) 50 152.9 275 98.4 39 171.4 256 92.9 65 136.7 223 95.8 154 149.6 248 96.6

(こだますいか) 9 161.4 368 83.6 6 194.6 353 111.0 2 69.3 423 123.5 17 150.2 368 95.9

日本なし類 823 125.5 318 103.3 589 146.5 309 101.5 301 188.3 289 97.2 1,714 140.7 310 101.5

(なし（新高）)
262 133.8 295 116.7 52 151.0 249 106.7 13 66.4 207 98.0 327 130.9 284 115.2

ぶどう類
743 180.4 1,173 86.9 382 163.7 1,281 89.5 272 154.5 1,353 94.2 1,397 170.1 1,238 88.9

(巨峰)
179 195.1 983 79.8 79 164.3 1,096 82.8 47 196.2 1,154 84.6 306 186.2 1,039 81.3

(シャインマスカット)
334 206.4 1,482 81.1 180 189.2 1,638 80.2 132 176.8 1,832 84.4 646 194.8 1,597 81.2

くり
82 104.9 753 94.9 43 97.4 1,003 121.7 26 127.8 1,231 161.0 151 105.9 906 113.4

かき類 3,261 91.7 245 94.8 2,909 109.4 258 104.4 2,141 114.8 270 112.4 8,311 102.8 256 102.2

主要品目一覧（都中央千葉県産）

入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比

だいこん 1,225 98.1 74 77.4 1,660 68.8 96 129.8 2,110 79.4 99 192.8 4,995 79.1 92 133.7

にんじん 2 15.5 143 70.4 111 33.0 124 51.7 798 63.3 136 68.8 911 56.6 134 65.2

キャベツ類 1,616 106.7 66 62.7 1,886 81.0 75 69.0 1,688 77.6 95 126.2 5,190 86.2 79 82.3

ほうれんそう 11 58.3 564 111.0 9 17.9 686 207.5 12 19.2 709 324.0 32 24.5 652 215.6

ねぎ 28 59.0 382 98.8 35 39.0 338 89.3 72 51.2 331 99.3 135 48.6 343 96.1

レタス類 24 80.9 236 95.7 26 72.7 337 153.2 32 62.4 337 221.0 82 70.3 308 155.7

きゅうり 79 91.2 433 100.9 71 56.1 448 131.4 149 100.0 389 130.4 299 82.6 414 120.4

トマト 189 57.4 389 77.8 166 42.5 437 89.6 178 54.9 540 132.8 533 51.1 454 97.4

さといも 33 83.2 264 96.1 22 61.4 226 80.0 17 60.3 263 98.1 72 69.5 252 91.6

かんしょ 500 97.1 250 104.1 420 75.6 264 104.9 468 84.3 271 124.2 1,388 85.4 261 110.4

かぶ 221 63.7 159 104.3 281 70.8 165 121.8 347 80.6 147 130.7 849 72.3 156 118.2

こまつ菜 18 88.4 360 118.1 14 52.8 423 161.2 14 60.8 358 269.9 45 65.7 379 162.9

しゅんぎく
8 62.9 886 139.0 11 53.3 810 153.8 20 72.6 784 187.7 39 64.2 812 162.4

サラダな
5 50.9 451 101.3 7 59.5 466 132.2 8 73.2 484 148.8 20 61.1 469 125.2

パセリ
6 66.8 1,446 127.8 7 65.4 1,193 144.0 8 68.2 1,137 154.7 21 66.8 1,238 141.9

ミニトマト
73 105.6 620 80.8 30 50.1 792 90.9 37 59.7 834 102.7 141 73.2 714 87.7

いんげん 6 50.9 1,224 88.4 3 28.3 1,199 102.4 2 30.4 1,204 114.2 11 37.1 1,213 99.2

えだまめ
11 124.4 849 92.0 7 141.5 857 90.9 2 138.3 911 85.0 20 131.1 858 91.0

やまといも
31 108.1 425 76.5 28 111.7 429 76.8 29 114.6 446 81.7 88 111.3 433 78.3

入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比 入荷量 前年比 価格 前年比

メロン類 3 65.0 442 86.8 2 55.5 652 94.6 2 47.3 679 73.2 7 56.6 570 82.4

(アールスメロン) 3 65.0 442 86.8 2 55.5 652 94.6 2 48.3 679 72.7 7 56.9 570 82.3

日本なし類 11 155.0 231 85.8 1 42.3 279 93.4 1 92.2 272 85.9 13 121.3 238 84.7
注）斜体で表示した品目は、季節的に入れ替えをします。 前年比10％以上 資料：東京青果物情報センター速報
     0は単位に満たないもの。　－は数値の発表がないもの。 前年比10％以下

品　目
（果　実）

10月下旬 11月上旬 11月中旬 10月下旬～11月中旬合計

品　目
（果　実）

10月下旬 11月上旬 11月中旬 10月下旬～11月中旬合計

品　目
（野　菜）

10月下旬 11月上旬 11月中旬 10月下旬～11月中旬合計
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　　２　　１２月の見通し

前年
比

平年
比

前年
比

平年
比

にんじん ⇒ ⇘ ⇗ ⇒

キャベツ類 ⇒ ⇒ ⇑⇑ ⇘

ほうれんそう ⇘ ⇘ ⇑⇑ ⇑⇑

ねぎ ⇒ ⇒ ⇗ ⇗⇗

きゅうり ⇗ ⇘ ⇘⇘ ⇘

トマト ⇘ ⇒ ⇗⇗ ⇒

かんしょ ⇒ ⇘ ⇗ ⇗
増加 減少

主産地は千葉県。台風や大雨の影響で生育が遅
れているものの、回復に向かっている。入荷量は少
なかった前年並で、平年をやや下回る見込み。

主産地は愛知、千葉県。千葉県は台風等の影響少
なく、愛知県は玉肥大良好。入荷量は前年及び平
年並の見込み。

品  目

入荷量(t) 単価(円/kg）
備　　考

（県内産地の生育状況等）

主産地は千葉、埼玉、茨城県。台風の影響から回
復傾向も、雨が多く管理作業が遅れている。入荷
量は前年及び平年並の見込み。

主産地は宮崎、千葉県。西南暖地は生育順調、関
東は日照不足の影響が懸念。入荷量は少なかった
前年をやや上回り、平年をやや下回る見込み。

主産地は熊本、愛知県。両県、比較的順調な出荷
が見込まれ、関東は台風の影響が残る。入荷量は
多かった前年をやや下回り、平年並の見込み。

主産地は群馬、茨城県。関東産は露地もの中心に
台風や影響あり、入荷が不安定になる可能性も。
入荷量は前年及び平年をやや下回る見込み。

主産地は千葉、茨城県。イモの肥大は良いが、長
雨で下等級の発生が多い品種もある。入荷量は少
なかった前年並で、平年をやや下回る見込み。

関東及び西南暖地からの入荷が主となる。

関東産が主体となる「だいこん」「にんじん」「ねぎ」など台風や大雨による影

響があった品目も、生育が回復に向かっており、主要な野菜は大きな不足感はない

予想。「きゅうり」「ピーマン」など果菜類は、西南暖地からの順調出荷が続くが、

極端な増量もない見込みである。

野菜全体では、入荷量は前年を下回り、価格は前年を上回る見込み。

野 菜

果 実

「みかん類」「りんご類」「いちご類」などを中心に入荷する。

「みかん類」は着色が遅れていたものの、１２月は前年を上回る入荷が見込まれ

る。「りんご類」は主力の青森県産がやや小玉傾向のため、入荷量は前年を下回る

見込み。生育が遅れていた「いちご類」は１２月上旬にかけて増量する見込み。

価格は、「みかん類」は前年を下回り、「りんご類」は前年を上回る見込み。

「いちご類」は前年並と見込まれる。

果実全体では、入荷量は前年並、価格は前年をやや下回る見込み。

凡例
⇒ ⇗⇗，⇘⇘

⇗，⇘ ⇑⇑，⇓⇓やや高，やや低：±3～5％

かなり高，かなり低：±6～15％

大幅高，大幅低：±16％以上

平年並：±2％
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３　今月の青果物

１２月入荷予測

主要産地のだいこんの入荷量（東京都中央卸売市場） １２月価格予測

産地

千葉 5,771 ｔ 49.0 ％ 弱保合 ⇘ 保合⇒ 強保合 ⇗

神奈川 5,121 ｔ 43.5 ％

徳島 327 ｔ 2.8 ％

鹿児島 47 ｔ 0.4 ％

 

だいこん

２０１８年度１２月入荷量 ２０１８年度１２月シェア率
１２月市況予測

１２,０００ｔ（前年比１０１.９％、平年比９４.２％）

９０円（前年比１８２.３％、平年比１１５.９％）

（上旬） （中旬） （下旬）
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単価(5カ年平均) ２０１８年度単価 ２０１９年度単価

今後の競合産地の動向は?

東京都中央卸売市場における、秋冬だいこん（10～3

月出荷）の主産地は北海道、青森県、千葉県、神奈川

県となっています。10月は北海道、青森県からの入荷量

が多いですが、11月で北日本の産地はほぼ切り上がり、

千葉県と神奈川県が入荷量シェアの大半を占めるように

なります。千葉県産の入荷は10月後半から始まり、年内

は神奈川県を上回るシェアとなっています。今年は台風

被害から播き直しによる作柄回復が図られたものの、11

月は入荷量が減り、北海道産等の切り上がりも重なった

ことから相場が上昇しました。

12月の主産地の見通しは以下のとおりです。

千葉県は、台風後に播き直した分の生育が順調に進

んでおり、出荷量の増加とともに品質も改善に向かう予

想です。

神奈川県は、台風や長雨の影響から一部で病害の発

生など、品質の低下が見られているものの、今後の出荷

では回復が見込まれます。

全体の入荷量は前年並で、平年をやや下回る見込み

です。

0

20

40

60

80

100

120

140

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

１１月

上旬

１１月

中旬

１１月

下旬

１２月

上旬

１２月

中旬

１２月

下旬

１月上

旬

１月中

旬

１月下

旬

２月上

旬

２月中

旬

２月下

旬

単価(円/kg)入荷量(t/旬)
千葉

0

20

40

60

80

100

120

140

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

１１月

上旬

１１月

中旬

１１月

下旬

１２月

上旬

１２月

中旬

１２月

下旬

１月上

旬

１月中

旬

１月下

旬

２月上

旬

２月中

旬

２月下

旬

単価(円/kg)入荷量(t/旬)
神奈川

0

20

40

60

80

100

120

140

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

１１月

上旬

１１月

中旬

１１月

下旬

１２月

上旬

１２月

中旬

１２月

下旬

１月上

旬

１月中

旬

１月下

旬

２月上

旬

２月中

旬

２月下

旬

単価(円/kg)入荷量(t/旬)
徳島

0

20

40

60

80

100

120

140

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

１１月

上旬

１１月

中旬

１１月

下旬

１２月

上旬

１２月

中旬

１２月

下旬

１月上

旬

１月中

旬

１月下

旬

２月上

旬

２月中

旬

２月下

旬

単価(円/kg)入荷量(t/旬)
鹿児島

 5



Ⅱ　花き(切花)情報

１１月(中旬)までの経過

　販売経過　（東京都中央卸売市場大田市場）

１２月の見通し

ｘ

１０月の入荷量と単価の経過≪確定値≫ 〔㈱大田花き〕

花き流通情報連絡協議会資料より作成　平年値は過去3カ年の平均

　品目別経過  

品目 見　通　し

入荷量

相場

動向

10月下旬、11月上旬は昨年に比べやや少なく、中旬はかなり多かった。一か月を通し
ては、昨年及び平年をやや上回った。

10月下旬は昨年・平年をやや下回り、11月中旬は昨年をかなり上回り平年並みであっ
た。一か月を通して昨年・平年をやや下回る相場であった。

主力産地が西南暖地に移行。大きな物日はなく、業務需要中心の取引。

項目 経　　過

品目 経　　過

㈱大田花き
10月の曇天の影響を受けて数量が伸び悩んだ。販売面では、上
旬は比較的日柄もよく婚礼での引き合いあり。今後徐々に赤系
の引き合いが出る。

ガーベラ

上旬は、茨城・岩手・福島が出荷終盤となり数量が激減した。
沖縄は数量がまとまらず。色を問わずに品薄単価高となった。
中旬からは、沖縄の入荷量が増加。

㈱ＦＡＪ
白・黄色ともに数量はやや少ない状況続き相場安定。平年並み
の相場での取引が続いた。

輪菊

コギク ㈱大田花き

輪菊

㈱世田谷花き
年末物日もあり、西南暖地も増え中下旬にかけて入荷は多く、
単価は保合の見込み。

ＳＰキク

㈱大田花き
愛知県産は昨年並みの入荷量が見込まれるが、九州産は９月の
台風の影響もあり、昨年より入荷量は減少する見込み。

㈱大田花き
国内産地は上旬はやや少なめの入荷見込み。中旬以降数量は増
加傾向。輸入品は赤系中心に潤沢な入荷が見込まれる。

バラ

大きな物日がない時期で、業務需要主体の取引。一か月を通して、入荷量は昨年をやや上回

り、相場は昨年をやや下回った。
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Ⅲ　千葉県内市場における園芸品の市況概況

青果物

入荷量 前年比 単価 前年比 数量 前年比 単価 前年比

野菜 21,460 0.98 170 0.84 201,322 1.03 180 0.88
だいこん 3,063 0.80 76 0.85 23,488 0.95 79 0.73
にんじん 1,000 0.92 111 0.51 11,319 1.02 106 0.68
はくさい 2,054 1.00 65 0.67 13,608 0.98 64 0.63
キャベツ 3,432 1.04 70 0.86 33,814 1.01 78 0.77
ねぎ 655 1.26 316 0.71 7,098 1.05 277 0.79
トマト 944 0.95 445 0.97 9,100 1.01 315 0.87
きゅうり 742 1.03 299 0.79 8,194 1.14 282 0.88
ばれいしょ 984 0.86 94 0.79 12,434 1.01 119 1.09
たまねぎ 2,173 0.94 78 0.78 21,265 1.18 101 1.01
レタス 982 1.25 130 0.67 10,100 1.19 161 0.84

果実 5,233 0.97 296 1.03 45,265 1.01 372 1.00
みかん 1,493 0.91 194 0.91 4,968 0.93 270 0.92
かき類 1,082 0.93 229 0.93 1,374 0.85 267 0.97
グレープフルーツ 91 0.85 164 1.07 1,211 1.09 175 0.90
なし類 315 0.94 312 1.09 3,553 0.75 340 1.12
ぶどう類 358 1.64 968 0.90 1,606 1.18 853 0.97
いちご類 8 1.73 783 0.39 2,648 0.98 1,173 1.02
すいか類 8 1.11 247 1.11 5,254 1.08 203 0.92
メロン類 55 0.77 416 0.99 2,762 1.06 394 1.02
バナナ 415 0.95 163 1.01 3,911 0.95 170 1.04
りんご 904 1.00 283 0.97 5,139 1.05 296 0.91

226 1.00 137 0.88 2,126 0.90 174 1.02

26,919 0.98 195 0.89 248,713 1.02 215 0.91

入荷量 前年比 単価 前年比 数量 前年比 単価 前年比

　切り花 1,033 0.78 57 0.79 13,600 0.59 59 0.95
きく 301 0.65 64 0.84 3,787 0.50 65 0.99
バラ 40 0.69 75 0.94 469 0.54 75 0.98
カーネーション 174 0.85 39 0.90 2,043 0.62 47 1.02

　枝物 32 0.72 80 0.88 275 0.54 101 0.96

　鉢物 98 0.77 122 0.87 934 0.91 133 1.00

　その他 1 0.50 77 0.76 14 0.60 67 1.02

1,164 0.77 63 0.80 14,823 0.61 64 0.98

※「－」は、数値の発表がないことを示す。

※平成30年4月1日から市川市地方卸売市場が民営化され調査対象外となった。

単位：ｔ、円/kg

※県内公設卸売市場実績。品目は主なもの。数値の「0」は入荷はあるが単位に満たないことを示す。

R1.10月

花き合計

累計（H31.1～R1.10月）

累計（H31.1～R1.10月）

　その他

花き

青果物合計

品目

品目
R1.10月

単位：千本（千鉢）、円/本（鉢）
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飲む・食べるの変遷 

 
 １２月は忘年会シーズンでお酒を飲む機会が多くなりますが、日本人の飲酒量は年々減少

しており、成人１人あたりの飲酒量はピーク時の年間１０１．８リットル（１９９２年度）

から８０．５リットル（２０１７年度）と２割減少しています。また、お酒の飲み方に    

ついては飲食店などで飲む「外飲み」が減少し、「家飲み」が増えているといいます。    

居酒屋にしても子連れで飲む層をターゲットにしたキッズスペース完備の居酒屋が現れる

など、日本人のお酒の飲み方は変わってきているようです。子供連れで居酒屋というのには

賛否がありそうですが、「時代の移り変わりだよ」と言われればそれまでなのかもしれま  

せん。 

 ところで、日本人のお酒の飲み方に変遷があるように、食の変遷も大変なものです。   

ご存知のように、戦後から現在までの食の変遷は、「洋風化」や「外部化」（内食の減・     

中外食の増）などのキーワードで総括され、その結果として日本の食料自給率は３７％  

という低水準で推移しています。食のありようについては、お酒のように「時代の移り変わ

りだよ」では済ませることができない問題です。 

食料自給率の低下は、輸入に伴うエネルギー消費による環境負荷、また、世界人口の増加

が見込まれる中にあっては食料の奪い合い（食料安全保障）等の問題を孕んで
は ら ん で

います。食料

自給率向上に対する生産サイドの課題は、生産量を維持すること、輸入農産物が優位になり

がちな加工・業務用などの需要に国産で応えることなどです。一方、消費者サイドの課題は

日本型食生活への理解を深めるなど日常の食を見直すことですが、「洋風化」、「外部化」

が当然の社会で生まれ育った消費者に対しては、食の嗜好の満足や利便性を維持した上での

改善策を示せなければ賛同は得られないように思われます。どのようにして消費者の意識を

改革するか難しい課題です。 

さて、食料自給率を考える時に見逃せないのはフードロスの問題です。フードロスはまだ

食べられるのに廃棄されている食料のことで、日本では１人あたり年間５１ｋｇとなって 

います。忘年会など飲み会ではついつい料理を残してしまいがちですが、料理はきちんと 

食べきってフードロスや自給率を考えるきっかけにしてほしいものです。 

 

                                  （狐の茶袋♨）     

Ⅳ や っ ち ゃ ば 閑 話 
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Ⅴ 首 都 圏 掲 示 板 

  11 月 14 日（木）に、東京青果㈱特設会場にて、ＪＡ富里市、ＪＡ千葉みら

い、ＪＡ山武郡市、ＪＡかとり、ＪＡ多古町による秋冬にんじん試食宣伝会が 

開催されました。本年は度重なる台風や大雨に見舞われ、市場関係者から今後の

出荷を心配する声もありましたが、生育が回復し、これから本格出荷となる秋冬

にんじんを産地自らがＰＲしました。試食品として「にんじんスープ」と「にん

じんナムル」の２品が提供され、素材が活きた味わいは好評でした。 

千葉県５ＪＡ秋冬にんじん試食宣伝会が開催！ 

台風被害から回復し、これから本格

出荷が始まります。 

５ＪＡが一堂に会してＰＲ 

キャベツ主産県（千葉県・神奈川県・愛知県）合同ＰＲ 

 冬春のキャベツの主産地である千葉県、神奈川県、愛知県の３県合同による 

キャベツの試食宣伝会が、11 月 28 日（木）に東京青果㈱特設会場で開催されま

した。試食品は「キャベツのトマトスープ」と「塩昆布和え」の２品。各県の 

キャベツを使った３種類の「塩昆布和え」が振舞われ、品種による食感や甘味の

違いを食べ比べすることが出来ました。また、千葉県と神奈川県は台風被害があ

ったものの、生産者の努力により今後順調に出荷されることがＰＲされました。 

３県がそれぞれの展示物の前でＰＲ 「塩昆布和え」で各産地が食味の

違いをアピール 


